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	課　題
	「私」を語り手にした第１場面は、どのような効果があるのだろうか。

	
	
	手立て




	「Ｃ:努力を要する」状況の生徒への手立て
[bookmark: _GoBack]・「語り手の変化」「伏線」「時間の経過」の視点を与え、考える手がかりをもたせる。

	
	
	
	「特別な支援等の配慮を要する」生徒への手立て
・自分の立場以外の視点で考えたり他者の感情を理解したりするのが難しい生徒に対し、人物関係図で視覚的に分かるように示してから言葉で表現させる。

	
	
	まとめ
	・「ぼく」の見方や考え方はあくまでも「ぼく」から見たものであることや時間の経過を読者に伝え、作品に深みを増す効果がある。

	
	振り返り
	語り手に着目することによって、作者の意図も意識しながら小説を楽しむことができる。

	板書計画
めあて『少年の日の思い出』の構成の工夫をとらえよう






課題「私」を語り手にした第一場面は、第一場面にはどんな意図があるのか。
語り手が「私」から「ぼく」に変化しているのはなぜか。

どのような効果があるのだろうか。

○語り手の変化大人になった「ぼく」の心情を客観的に伝えようとしている。






大人になった「ぼく」の人物像を客観的に伝えようとしている。


○伏線




暗い情景描写から、悲劇的な結末を想像させている。

○時間の経過




大人になった今でも少年の日の出来事を後悔していることがわかる。


まとめ
「ぼく」の見方や考え方はあくまでも「ぼく」から大人になった今でもエーミールのことをうらんでいる。

見たものであることや時間の経過を読者に伝え、
作品に深みを増す効果がある。

振り返り
語り手に着目することによって、作者の意図も意識しながら小説を楽しむことができる。



